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石
器
石
材
は
「
石
」
と
い
っ
た
石
質
の
相
違
に
加
え
、
産
出
地
に
限
定
さ
れ
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
遺
存
状
況
は
、
地
域
性
の
あ
る
石
材
分
布
圏
を
形
成
す
る
石
材
の
動
き
と
と
も
に
集
団
の
移
動
形
態
に
も
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
器
や
そ
の
材
料
で
あ
る
石
器
石
材
と
い
っ
た
「
モ
ノ
」
の
動
き
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
集
団
間
の
接
触
や
交
易
あ
る
い
は
石
材
入
手
を
め
ぐ
る
集
団
の
活
動
領
域
が
想
定
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
材
研
究
は
こ
う
し
た
社
会
現
象
や
集
団
の
構
造
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
現状にある。
こ
の
研
究
の
流
れ
は
理
科
学
的
手
法
に
よ
る
も
の
と
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
考
古
学
的
手
法
に
わ
け
ら
れ
る
。
前
者
は
黒
曜
石
、
サ
ヌ
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
七
号
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
ｌ
群
馬
県
に
お
け
る
石
材
研
究
Ｉ
カ
イ
ト
（
黒
色
安
山
岩
、
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
、
徴
密
黒
色
安
山
岩
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
い
っ
た
分
布
の
限
定
さ
れ
る
石
材
を
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
法
や
蛍
光
Ｘ
線
分
析
等
に
よ
っ
て
産
出
地
を
特
定
し
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
材
と
照
合
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
判
別
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
偏
光
顕
微
鏡
に
よ
る
肉
眼
観
察
に
よ
る
産
地
同
定
も
進
み
、
多
地
域
で
様
々
な
石
材
の
産
出
地
あ
る
い
は
分
布
範
囲
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
藁
科
・
東
村
一
九
八
八
、
山
本
一
九
九
三
等
）
。
最
近
で
は
特
定
の
石
材
に
限
ら
ず
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
材
を
肉
眼
観
察
で
、
遺
跡
周
辺
の
地
質
や
河
川
の
礫
の
分
布
を
参
考
に
し
た
推
定
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
（
柴
田
・
山
本
・
金
山
一
九
九
一
）
。
｜
方
、
後
者
は
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
器
石
材
の
組
成
の
違
い
に
よ
り
、
遺
跡
と
石
材
産
出
地
と
の
地
理
的
環
境
や
石
材
選
択
に
井
上
慎
也
一
一
○
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着
目
し
て
、
民
族
学
・
生
態
学
の
成
果
や
方
法
を
用
い
て
構
造
論
的
な
石
材
獲
得
の
シ
ス
テ
ム
の
復
元
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
田
村
一
九
八
九
、
佐
藤
一
九
九
二
）
。
ま
た
遺
跡
内
の
石
器
製
作
工
程
に
お
け
る
石
材
の
適
用
に
も
関
連
さ
せ
、
石
器
の
型
式
学
的
検
討
に
も
用
いられている。
特
に
技
術
的
な
側
面
と
遺
跡
の
機
能
的
側
面
と
を
合
わ
せ
持
っ
た
研
究
の
一
つ
に
西
日
本
に
お
け
る
瀬
戸
内
技
法
と
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
の
関
係
（
中
・
四
国
旧
石
器
文
化
談
話
会
一
九
九
四
）
や
武
蔵
野
台
地
の
石
器
群
の
段
階
的
な
構
造
変
化
に
よ
っ
て
遠
隔
地
石
材
の
黒
曜
石
と
在
地
石
材
の
割
合
の
変
化
の
指
摘
（
稲
田
一
九
八
四
）
、
遠
隔
地
石
材
の
遺
跡
へ
の
入
手
シ
ス
テ
ム
（
小
野
一
九
八
八
）
の
方
法
等
の
研
究
は
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
後
、
地
域
研
究
の
一
つ
に
千
葉
県
に
お
い
て
石
材
の
分
析
と
遺
跡
の
分
析
を
総
合
し
た
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
こ
で
本
格
的
に
石
材
を
考
古
学
的
資
料
と
し
て
遺
跡
で
の関係が検討可能となった（田村・澤野一九八七）。
こ
う
し
た
成
果
は
全国に分布する石材の種類と範囲の解明
だ
け
で
は
な
く
、
石
器
の
型
式
圏
と
対
応
す
る
集
団
構
造
と
関
与
す
る
石
材
分
布
圏
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
遺
跡
の
性
格
も
石
材
産
出
地
付
近
に
展
開
さ
れ
る
大
規
模
な
遺
跡
な
ど
を
「
原
産
地
遺
跡
」
と
呼
称
し
、
周
辺
の
石
器
群
と
の
関
係
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
岡
村
一九九○）。
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
俳
の
検
討
（
井
上
）
こ
の
地
域
は
利
根
川
の
上
・
中
流
域
に
相
当
す
る
。
利
根
川
流
域
の
地
形
は
、
上
流
部
で
は
河
岸
段
丘
や
丘
陵
性
台
地
が
形
成
さ
れ
、
中
流
部
は
小
河
川
に
よ
る
洪
積
台
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
河
川
は
台
地
を
浸
蝕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
に
礫
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
利
根
川
の
北
部
、
東
部
、
西
部
は
火
山
等
の
山
地
に
囲
ま
れ
、
南
東
に
平
野
が
展
開
す
る
地
形
的
特
徴
を
示
し
て
いる。石材
の
分
布
に
つ
い
て
の
研
究
は
地
質
構
造
を
参
考
に
中
東
・
飯
島
両
氏
が
各
石
器
石
材
の
産
出
地
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特
に遺跡で多数利用される黒色安山岩や黒色頁岩に着目し、
そ
の
産
出
地
が
い
ず
れ
も
利
根
川
上
流
域
に
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
成
果
は
そ
の
後
の
石
材
研
究
を
進
展
さ
せ
た
（
中
東
・
飯
島
一
九
八
四
）
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
遺
跡
で
他
石
材
の
採
集
可
能
地
も
推
定
し
し
た
が
っ
て
地
域
ご
と
に
集
中
す
る
石
器
群
の
石
器
型
式
の
比
較
検
討
に
加
え
、
石
材
組
成
の
点
か
ら
も
石
器
群
の
構
造
論
的
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
北
関
東
地
方
の
群
馬
県
の
石
器
群
に
着目し、石材の分布とそれを取り巻く石器群の石材の選択
か
ら
、
こ
の
地
域
で
の
集
団
活
動
の
様
相
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
としている。
群
馬
県
内
の
石
材
分
布
一一一
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ている。
こ
の
地
域
の
周
辺
も
含
め
、
石
材
分
布
の
状
況
は
、
千
葉
県
で
の
調
査
の
成
果
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
石
器
群
の
石
材
組
成
の
差
や
分
布
す
る
石
材
の
種
類
に
よ
っ
て
類
型
化
さ
れ
て
い
る
（
田
村
・
澤
野
一
九
八
七
）
。
そ
の
中
で
群
馬
県
は
黒
色
安
山
岩
と
黒
色
頁
岩
に
代
表
さ
れ
る
「
上
野
型
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
黒
色
安
山
岩
は
産
地
推
定
法
の
確
立
に
伴
い
、
理
化
学
的
に
産
地
の
判
別
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
で
は
西
部
に
位
置
す
る
八
風
山
や
荒
船
山
周
辺
に
も
分
布
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
柴
田
・
上
本
・
山
本
一
九
九
一
・
山
本
一
九
九
三
）
。
こ
う
し
た
産
出
地
の
判
別
が
可
能
と
な
っ
た
現
状
に
お
い
て
、
こ
の
地
域
の
石
材
が
他
地
域
（
相
模
野
台
地
、
武
蔵
野
台
地
、
下
総
台
地
等
）
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
広
域
石
材
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
こ
う
し
た
石
材
を
含
め
河
川
を
単
位
に
し
た
、
範
囲
を
限
定
し
た
礫
の
分
布
と
露
頭
の
観
察
が
細
か
く
調
査
さ
れ
て
い
る
（
麻
生
一
九
九
二
・
関
口
・
井上・桜井一九九三）。
｜
方
、
遠
隔
地
石
材
で
あ
る
黒
曜
石
の
原
石
産
地
の
推
定
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
石
器
石
材
の
産
出
地
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
多
く
は
信
州
方
面
に
求
め
ら
れ
る
。
一
部
栃
木
県
の
高
原
山
産
の
も
の
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
県
内
の
主
要
石
器
石
材
の
産
出
地
の
分
布
も
解
明
さ
法
政
史
学
第
四
十
七
号
石
器
石
材
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
石
器
群
の
変
遷
と
様
相
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
石
器
群
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
変
遷
は
全
国
編
年
の
対
比
に
よ
っ
て
概
ね
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
層
位
の
違
い
や
、
重
層
遺
跡
の
例
が
少
な
く
、
石
器
群
の
時
期
的
な
偏
り
も
要
因
し
て
遺
跡
間
の
比
較
を
難
し
く
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
編
年
が
整
い
つ
つ
あ
る
石
器
群
の
編
年
基
準
（
武
蔵
野
編
年
等
）
に
直
接
対
比
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
制
約
の
も
と
に
地
域
編
年
の
確
立
が
待
た
れ
る
が
、
佐
藤
氏
の
前
半
期
の
石
器
群
の
編
年
（
佐
藤
一
九
九
一
）
以
外
は
系
統
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
時
期
を
限
っ
た
編
年
研
究
は
大
工
原
・
麻
生
両
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（
大
工
原
・
麻
生
一
九
九
一
）
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
県
内
石
器
群
の
時
期
別
集
成
が
な
さ
れ
、
現
段
階
で
の
変
遷
観
が
提
示
さ
れ
た
（
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
一
九
九
四
）
。
こ
れ
は
従
来
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、
石
器
群
の
時
期
を
決
定
す
る
鍵
と
な
る
テ
フ
ラ
の
堆
積
に
よ
っ
て
位
置
付
け
、
そ
の
中
で
細
分
を
お
こ
な
い
、
後
期
旧
石
器
時
代
を
主
要
器
種
の
分
類
に
よ
り
Ｉ
～
Ⅳ
の
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
地
方
の
石
材
分
布
の
特
色
を
示
し
て
い
る。二
石
器
群
の
変
遷
（
図
１
．
図
２
）
-
－
－
－
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後期旧石器時代の石材分布と石器群の検討（井上）
黒土 ｗ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
１
１
１
１
Ｉ：Ａｓ－ＹＰＡｓ－ＳＰＡｓ－ＢＰ(Ａｓ－ＭＰ）ＡＴ暗色帯Ａｇ－ＫＰＨｒ－ＨＰ
As-YP浅間-板鼻黄色軽石(1.3万年前）
As-SP浅間-白系軽石(1.5万年前）
鯛Pl鶉誓繍鰻石}'糊
AＴ姶良丹沢火山灰(2.1~2.2万年前）
Ag-KP赤城-鹿沼軽石(3」～3.2万年前）
Hr-HP榛名一八崎軽石(4.0～4.2万年前） 群馬県のテフラの層序と石器群の変遷図１
四期に区分している。この編年についてはテフラの特色を
生かした時間軸の設定に目安を与え、地域性をもった変遷
を示している上で有効と考えられる。
今回はこの編年をもとに石器群の時期区分をおこない、
新たに後期旧石器時代の終末段階をＶ期として設定した。
こうした点から石器群の検討はほぼ、県内全域に分布する
Ｉ期を中心におこなっていきたい。
１
分
析
の
視
点
と
方
法
ここでは改めて問題の整理をおこない、分析の前提条件
を提示しておきたい。
石材の産出地と石器群の石材組成との関係は、その地域
ごとに現れる選択性と利用の方法（石材消費）の違いが認
められることから、その在地石材と遠隔地石材の入手・獲
得を問題として考えていきたい。つまり石材組成の差を石
器群の機能的な差（活動目的の性格の違い）として読みと
り、これが組成の違いに大きく影響を与えたものと考えら
れる。この前提に基づき石器群の石材の組成と選択、その利用
（消費）について考えていきたい。
三
各
石
器
群
の
検
討
－
－
－
－－
－
時期 遺跡名(所在地）
Ｖ 房谷戸Ｉ、28荒砥北三木堂(前橋市）
1Ｖ 25頭無(前橋市)､26桝形(宮城村)､27北山(笠懸町）
III
II
Ｉ
下触牛代Ｉ、武井11,23三ツ屋(大胡町)､24御正作(大
泉町)､見立溜井Ｉ
22多胡蛇黒(吉井町)/岩宿AII､飯土井中央Ｉ
|狐崎(甘
(甘楽町）
勝保沢中
訪西（赤
北橘村）
東
部
13熊の穴11(前橋市)、１４二之宮千足(前橋市)、
15飯土井中央(前橋市)、１６下触牛伏(赤堀町)、
17堀下八幡(赤堀町)、１８書上本山(伊勢崎市)、
19武井(新里村)､20和田(笠懸町)､21岩宿(笠懸町）
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ｏ…他時期の石器群
図２ 群馬県の遺跡分布
そ
こ
で
ま
ず
地
形
的
な
区
分
と
し
て
各
石
器
群
の
立
地
と
遺
跡
の
疎
密
に
よ
っ
て
、
地
域
を
西
部
（
利
根
川
西
部、鏑川流域）、北・中部（利根
川
上
流
域
）
、
東
部
（
利
根
川
北
東
部、赤城山南麓）に三区分した。
石器群の分布は主に河川に面した
段丘や台地に位置し、利根川など
の大規模な河川が遺跡の立地に影
響を及ぼしていたと考えられる。
Ｉ
期
の
遺
跡
は
五
七
遺
跡
（
岩
宿
フォ１ラム実行委員会一九九四）
確認されている。ここでは二○遺
跡一一三地点について扱った。
石材の分類は組成を占める割合
を
基
準
に
類
型
化
し
、
大
き
く
主
要
石
器石材である在地石材と産出地が
判別可能な遠隔地石材とそれ以外
の
客
体
的
に
選
択
さ
れ
る
在
地
、
遠
隔
地
石
材
を
含
め
た
も
の
に
分
類
で
き
る。
一
一
四
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石
材
Ａ
…
…
黒
色
安
山
岩
（
在
地
石
材
）
石
材
Ｂ
…
…
黒
色
頁
岩
（
在
地
石
材
）
石材Ｃ・…：黒曜石（遠隔地石材）
石材Ｄ……その他の石材（在地、遠隔地石材を含む）
この各石材の利用状況については器種構成を類型化し、
砂川遺跡における遺跡構造研究の方法論（戸沢一九六八、
安
蒜
一
九
九
二
等
）
を
応
用
し
て
、
残
さ
れ
た
器
種
と
石
材
の
相
関
関係で分類をおこなった。その結果、石器製作工程によっ
て
作
出
さ
れ
る
三
器
種
と
礫
素
材
の
一
母
岩
一
器
種
な
ど
の
無
加
工
の器種の四つの器種に纏められる。
器種ａ：：：素材の二次加工が施された製品（ナイフ形
石
器
、
台
形
様
石
器
、
削
器
、
局
部
磨
製
石
斧
な
ど
）
器
種
ｂ
…
…
原
石
、
石
核
と
い
っ
た
石
器
原
料
器
種
ｃ
…
…
剥
片
、
砕
片
な
ど
や
無
調
整
の
石
器
素
材
と
な
る
石
刃
・
目
的
的
剥
片
器
種
ｄ
…
…
礫
素
材
の
一
母
岩
一
器
種
の
無
加
工
石
器
（
敲
石、磨石、台石、礫器も含む）
こ
う
し
た
各
分
類
か
ら
、
石
器
群
の
個
別
検
討
を
加
え
、
石
材
組
成
と
器
種
構
成
と
の
関
係
と
石
材
の
石
器
製
作
技
術
に
お
け
る
利
用
方法の違いを含めた、今回の目的を果たしていきたいと恩
〉フｏ後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
２
石
材
組
成
（
図
３
）
Ⅲ
西
部
の
石
器
群
石
器
群
は
碓
氷
川
左
岸
の
丘
陵
性
台
地
に
位
置
す
る
古
城
遺
跡
を
除き、鏑川右岸の上位段丘上にある。いずれも河川流域に
面
し
た
分
布
を
示
し
て
い
る
。
古
城
遺
跡
（
大
工
原
一
九
八
八
）
、
北
山
Ｂ
遺
跡
（
軽
部
一
九
九
四
）
、
天
引
狐
崎
遺
跡
、
天
引
向
原
遺
跡
、
白
倉
下
原
遺
跡
（
三
遺
跡
と
も
関
口
’
九
九
四
）
な
ど
の
小
規
模な遺跡が近接して分布する。
石
材
組
成
は
鏑
川
流
域
に
分
布
す
る
黒
色
安
山
岩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
材
の
原
石
産
地
は
遺
跡
群
か
ら
約
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
八
風
山
と
荒
船
山
周
辺
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
山
本
一
九
九
三
）
。
ま
た
黒
曜
石
が
客
体
な
が
ら
も
組
成
す
る
地
域
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
各
遺
跡
に
は
自
然
面
を
残
し
た
円
礫
や
楕
円
礫
が
原
石
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
材
の
採
集
可
能
で
あ
る
鏑
川
等
の
周
辺
の
河
原
礫
が
推
定
さ
れ
る
。
石
材
Ｃ
を
持
ち込む遺跡は古城遺跡ＩＣ区、北山Ｂ遺跡、多比良追部野
遺
跡
（
田
口
他
一
九
九
一
）
、
白
倉
下
原
遺
跡
Ｂ
区
で
あ
る
。
こ
の
な
お
、
石
器
群
の
資
料
点
数
に
は
礫
を
除
い
た
も
の
を
扱
い
、
石
材
や
器
種
に
つ
い
て
は
一
部
資
料
の
観
察
に
よ
っ
て
修
正
を
加
え
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
報
告
書
等
の
記
載
に
準
じ
て
い
る
。
二
五
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％熊ヱ醐腓鯏訓鮒和岩
祠馴柳川幡山Ｉ田虹
％》『一杯梛癖銅辨
０割》岼輌州銅一
法
政
史
学
第
四
十
七
号
％０
東部北･中部西部
□石材，□石材Ａ □ 三石材ｃ石材Ｂ
各地域の石材組成図３
石材は原石を直接消費するのではなく、分割や剥片剥離作
業が搬入以前におこなわれていた形跡を示す部分的自然面
を残した小型の石核素材が持ち込まれている。また、その
原石産出地は信州産（霧ヶ峰、八ヶ岳）のものと推定され
ている。石材Ｂは一部、剥片剥離がされているが、搬入石
器に限定されている。
鏑川流域の石材分布はこの石材Ａ以外にも石器に利用さ
れる石材が確認されている（桜井・井上・関口一九九
三）。そのほとんどはこの段階に選択されない偏向と遠隔
地石材の石材Ｃを消費する点に石器群の消費傾向が認めら
れる。ほかの遠隔地石材では東北方面に分布する硬質頁岩
や茨城県久慈川周辺と推定されるメノウなどが認められ
る。在地石材の消費量と遠隔地石材との消費量にはその違
いが認められ、後者においてはもっぱら搬入製品に限られ
るが、一部石核素材としても消費されている。石材Ｃの選
択には同質石材でも古城遺跡ｌＣ区や白倉下原遺跡Ｂ区で
は産出地が異なる結果がでており、近接した石器群での石
材入手に違いを認めることができる。
②北・中部の石器群
石器群は利根川上流部の河段段丘と上流にさしかかる地
域の赤城山北西部の丘陵性台地に分布している。遺跡の疎
ニハ
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密
に
よ
っ
て
さ
ら
に
二
地
域
に
区
分
で
き
る
が
遺
跡
の
立
地
的
な
特
徴
と
石
材
の
組
成
に
よ
っ
て
同
一
範
囲
と
し
て
認
識
し
た
。
こ
の
地
域
は
地
形
の
制
約
が
多
く
、
特
に
、
舌
状
の
解
析
谷
が
い
く
筋
に
も
延
び
て
お
り
、
平
坦
部
が
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
は
遺
跡
の
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
活
動
領
域
も
限
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
地
形
の
特
徴
に
よ
っ
て
左
岸
に
集
中
す
る
石
器
群
以
外
に
は
さ
ら
に
立
地
す
る
こ
と
が
想
定
可
能
で
あ
る
。
石器群は善上遺跡（三宅一九八六）、後田遺跡（麻生一
九
八
七
）
、
勝
保
沢
中
ノ
山
遺
跡
（
岩
崎
一
九
八
九
）
、
諏
訪
西
遺
跡
（
谷
藤
一
九
八
六
）
、
房
谷
戸
遺
跡
（
谷
藤
一
九
九
二
）
、
分
郷
八
崎
遺
跡
（
白
石
一
九
八
六
）
で
認
め
ら
れ
、
他
に
小
竹
Ａ
遺
跡
・
大
竹
遺
跡
（
共
に
大
賀
一
九
八
五
）
な
ど
の
大
規
模
遺
跡
や
そ
の
周
辺
に
も
小
規
模
な
遺
跡
が
台
地
単
位
で
近
接
し
て
分
布
し
て
い
る
。
遺
跡
の
規
模
も
広
範
囲
に
わ
た
り
石
器
の
出
土
量
も
他
地
域
に
比
べ
て
多
い地域である。
各
石
器
群
の
石
材
組
成
は
石
材
Ａ
と
石
材
Ｂ
で
占
め
ら
れ
、
他
石
材
が
若
干
組
成
す
る
。
し
か
し
遺
跡
ご
と
の
石
材
組
成
に
は
両
者
の
割
合
に
変
化
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
組
成
の
変
化
が
こ
の
地
域
の
石
器
群
の
構
造
、
し
い
て
は
原
石
産
地
遺
跡
に
お
け
る
石
材
獲
得
シ
ス
テ
ム
、
集
団
の
移
動
な
ど
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
主
要
な
石
器
石
材
で
あ
る
両
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
石
材
の
原
石
産
地
が
互
い
に
近
接
す
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る。そ
こ
で
石
材
の
組
成
全
体
に
目
を
向
け
て
み
る
と
中
東
・
飯
島
両
氏
の
指
摘
す
る
在
地
石
材
に
限
ら
れ
た
選
択
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
石
材
Ａ
に
つ
い
て
は
武
尊
山
周
辺
に
原
石
産
出
地
が
推
定
さ
れ
、
そ
の
転
石
が
近
く
を
流
れ
る
片
品
川
を
経
由
し
て
利
根
川
に
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
石
材
は
地
域
内
で
の
利
用
以
外
に
、
こ
の
流
域
一
帯
で
認
め
ら
れ
、
他
地
域
へ
搬
出
範
囲
が
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
石
器
群
は
こ
の
石
材
を
主
体
的
に
選
択
し
て
、
石
器
製
作
、
石
核
素
材
の
製
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
原
石
の
形
状
も
自
然
礫
に
近
い
、
大
型
の
楕
円
形
を
し
た
礫
が
消
費
さ
れ
て
いる。｜方
、
石
材
Ａ
と
対
極
的
な
器
種
構
成
を
も
つ
石
材
Ｂ
の
原
石
産
出
地
は
利
根
川
上
流
で
合
流
す
る
赤
谷
川
流
域
の
赤
谷
層
に
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
材
の
選
択
も
石
材
Ａ
と
同
様
に
自
然
礫
に
近
い
大
型
の
原
石
を
持
ち
込
み
消
費
し
て
い
る
。
し
か
し
石
材
Ａ
と
の
利
用
に
違
い
は
そ
の
石
器
素
材
や
石
核
素
材
を
目
的
と
し
た
地
域
内
消
費
に
比
重
が
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
地
域
に
搬
出
さ
れ
る
点
素
材
を
目
的
に
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま
り
両
石
材
の
選
択
の
差
異
は
集
団
の
石
材
の
獲
得
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
目
的
や
石
器
製
作
技
術
に
も
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
一
一
七
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えられる。
石
材
Ｃ
の
利
用
は
西
部
の
石
器
群
と
は
異
な
り
、
そ
の
占
め
る
割
合
は
低
い
。
そ
の
形
状
も
、
他
か
ら
の
搬
入
形
態
を
も
ち
、
剥
片
の
み
と
い
っ
た
単
独
母
岩
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
後
田
遺
跡
の
黒
曜
石
は
信
州
産
と
高
原
山
産
と
推
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
搬
入
目
的
は
不明である。
石
材
Ｄ
の
利
用
は
石
材
Ａ
と
石
材
Ｂ
を
補
う
役
割
と
し
て
客
体
的
に
組
成
し
て
い
る
。
そ
の
種
類
は
在
地
石
材
と
遠
隔
地
石
材
と
も
に
選
択
さ
れ
、
原
石
の
消
費
と
単
独
母
岩
の
搬
入
石
器
に
利
用
さ
れ
る
が
、
在
地
石
材
と
し
て
剥
片
石
器
に
適
す
る
チ
ャ
ー
ト
や
珪
質
頁
岩
は
選
択
さ
れ
な
い
。
他
に
安
山
岩
や
砂
岩
な
ど
の
礫
核
石
器
に
適
す
る
石
材
が
利
根
川
の
河
原
で
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
で
珪
質
頁
岩
に
つ
い
て
在
地
石
材
と
し
て
認
識
し
た
理
由
は
、
そ
の
原
石
の
形
状
が
石
材
Ａ
、
石
材
Ｂ
と
同
様
に
大
型
の
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
点
で
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
他
地
域
と
の
関
係
を
示
す
、
遠
隔
地
石
材
の
在
り
方
は
、
黒
曜
石
で
は
な
く
、
東
北
産
の
硬
質
頁
岩
が
石
器
石
材
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
０
東
部
の
石
器
群
石
器
群
は
赤
城
山
南
麓
の
い
く
筋
に
も
延
び
て
い
る
小
河
川
が
形
成
す
る
洪
積
台
地
に
立
地
す
る
。
旧
石
器
時
代
全
時
期
に
わ
た
っ
て
最
も
遺
跡
が
集
中
す
る
地
域
で
あ
る
。
主
な
石
器
群
は
熊
の
穴
Ⅱ
遺
法
政
史
学
第
四
十
七
号
跡
（
都
所
・
狩
野
一
九
九
二
、
下
触
牛
伏
遺
跡
（
岩
崎
一
九
八
六）、堀下八幡遺跡（岩崎一九九○）、二之宮千足遺跡（大
西
他
一
九
九
二
）
、
飯
土
井
中
央
遺
跡
（
岩
崎
一
九
九
一
）
、
書
上
本
山遺跡（岩崎一九九二）、武井遺跡（杉原一九七七）、岩宿
遺跡（杉原一九五六）、和田遺跡（若月一九八一一一）で認め
ら
れ
る
。
他
に
も
大
規
模
、
小
規
模
を
含
め
多
数
の
石
器
群
が
分
布
している。
各
石
器
群
の
石
材
組
成
は
西
部
や
北
・
中
部
の
組
成
と
は
異
な
り
、
石
材
Ａ
に
そ
の
主
体
を
お
き
な
が
ら
も
、
多
種
多
様
の
石
材
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
大
規
模
な
石
器
石
材
の
産
出
地
は
分
布
せ
ず
、
石
材
Ａ
や
石
材
Ｂ
等
に
つ
い
て
は
利
根
川
の
河
原
で
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
石
器
群
と
原
石
産
地
と
は
距
離
を
も
つ
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
地
石
材
の
選
択
に
も
差
が
生
じ
て
い
る
。
石
材
Ａ
の
搬
入
石
材
の
形
態
は
拳
大
程
の
自
然
面
を
残
し
た
分
割
礫
が
多
く
、
他
地
域
の
形
態
に
比
べ
や
や
小
型
で
あ
る
。
し
か
し
、
持
ち
込
ま
れ
る
個
体
数
は
石
器
群
の
規
模
に
比
べ
て
多
数
で
あ
る
。
石
材
の
消
費
も
原
石
の
も
の
か
ら
と
こ
う
し
た
石
核
素
材
か
ら
の
も
のが認められる。
石
材
Ｂ
も
石
材
Ａ
と
同
様
な
形
態
を
示
す
が
、
数
量
的
に
少
な
い
。
し
か
し
一
部
岩
宿
遺
跡
周
辺
部
に
お
い
て
は
こ
の
石
材
が
主
体
二
八
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３
石
材
別
器
種
構
成
と
原
石
の
消
費
（
図
４
）
次
に
石
器
群
の
具
体
的
な
各
石
材
ご
と
の
選
択
性
と
そ
の
石
材
の
利
用
（
石
器
製
作
技
術
の
初
期
段
階
、
つ
ま
り
素
材
剥
片
の
剥
離
の
種
類
）
か
ら
、
器
種
構
成
が
与
え
る
石
器
群
の
機
能
的
な
役
割
を
考
え
て
い
き
た
い
。
Ⅲ
西
部
の
石
器
群
石
材
Ａ
は
原
石
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
み
、
そ
こ
で
石
器
製
作
に
関
す
る
す
べ
て
の
工
程
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
原
石
素
材
の
形
態
は
と
な
っ
て
い
る
。
石
材
Ｃ
に
つ
い
て
も
西
部
の
石
器
群
の
様
相
と
類
似
し
た
組
成
を
も
ち
、
製
品
を
中
心
に
、
石
器
製
作
の
形
跡
を
残
し
た素材も認められる。
石
材
Ｃ
の
利
用
は
武
井
遺
跡
、
和
田
遺
跡
、
藪
塚
遺
跡
（
須
藤
一
九
八
六
）
で
信
州
産
の
も
の
が
客
体
的
に
組
成
し
て
い
る
。
石
材
Ｃ
を
含
め
、
石
材
Ｄ
は
原
石
を
選
択
し
た
も
の
で
は
な
く
、
石
器
製
作
に
お
け
る
初
期
段
階
か
ら
の
全
工
程
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
消
費
の
前
段
階
を
経
て
持
ち
込
ま
れ
た
石
器
素
材
あ
る
い
は
他
で
製
作
さ
れ
た
石
器
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
部
、
東
北
産
の
硬
質
頁
岩
を
搬
入
石
器
の
石
材
と
し
て
組
成
す
る
石
器
群
も
あ
る
。
ま
た
在
地
石
材
の
偏
り
と
し
て
、
在
地
石
材
で
あ
る
チ
ャ
ー
ト
が
主
体
的
に
選
択
さ
れ
な
い
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
畔
の
検
討
（
井
上
）
約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
越
え
る
大
型
の
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
持
ち
込
ま
れ
る
母
岩
数
は
少
な
い
。
特
に
白
倉
下
原
遺
跡
Ａ
区
、
天
引
狐
崎
遺
跡
で
は
一
つ
の
原
石
が
消
費
尽
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
城
遺
跡
１
Ａ
区
・
Ｉ
Ｃ
区
や
白
倉
下
原
遺
跡
Ｂ
区
、
天
引
向
原
遺
跡
Ａ
区
で
は
原
石
を
分
割
あ
る
い
は
分
厚
い
大
形
剥
片
の
石
核
素
材
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
石
器
製
作
技
術
は
不
定
形
な
横
長
剥
片
剥
離
技
術
を
基
本
と
し
て
い
る
。
工
程
に
も
連
続
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
原
石
か
ら
直
接
剥
片
を
剥
離
し
て
い
る
。
ま
た
器
種
構
成
も
製
作
初
期
工
程
で
剥
離
さ
れ
る
剥
片
が
多
数
を
占
め
、
石
核
も
多
い
。
製
作
さ
れ
る
石
器
は
少
な
く
、
台
形
様
石
器
や
削
器
な
ど
の
僅
か
な
石
器
構
成
の
ほ
か
は
定
型
化
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
母
岩
は
関
係
に
近
い
ほ
ど
復
元
さ
れ
、
石
器
群
内
で
消
費
が
完
結
さ
れ
て
い
る
。
石
材
Ｃ
に
つ
い
て
は
石
核
素
材
を
利
用
し
、
剥
片
剥
離
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ナ
イ
フ
形
石
器
等
の
製
品
を
同
時
に
搬
入
し
て
い
る
。
原
石
の
消
費
は
縦
長
剥
片
剥
離
技
術
が
適
用
さ
れ
、
石
器
素
材
が
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
石
材
Ａ
と
石
材
Ｃ
と
に
持
ち
込
む
石
材
の
形
状
と
製
作
技
術
の
初
期
段
階
に
相
違
が
認
め
ら
れる。②北
・
中
部
の
石
器
群
北
部
の
後
田
遺
跡
や
善
上
遺
跡
等
で
は
石
材
Ａ
の
原
石
は
約
一
～
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
の
も
の
が
選
択
さ
れ
、
石
材
Ｂ
や
石
材
Ｄ
の
珪
質
一
九
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図４ 石材別器種組成
頁岩の原石は約一キログラム程のものが選択されている。
原石産地付近では大形の原石が遺跡に持ち込まれ、やや下
流では石核素材の中形のものが持ち込まれている。両者の
石材の選択には石器製作技術とその入手システムの変化が
影響していると考えられる。その変化とは石材によって目
的に応じた製作技術の体系化し、原石を石器群内で消費を
完結させる石材Ａと石核素材と石器素材剥片を剥離・製作
する石材Ｂに分けられる点にある。
器種構成において石材Ａは剥片と石核によって占めら
れ、ナイフ形石器などの特定石器の製作は少ない。また素
材の形状を生かした調整によって製作される一時的な石器
が製作されている。石材Ｂでは剥片類が多数を占めるが、
石材Ａの剥片とは異なり、比率からして石刃などの素材剥
片が多数剥離されている。しかも石核は少ないといった特
徴をもち、母岩に復元されるものも少ないことから他地域
に搬出される石材と考えられる。これはこの地域の石器群
が後田遺跡のような原石産地遺跡が形成されていることに
関係している。このような石器製作技術の構造の変化は石
器群の「二極構造」（佐藤一九九二）、石刃技法の確立と石
材の関係が要因として指摘されている（田村一九八九）。
③
東
部
の
遺
跡
群
○
地域 遺跡名 臺曜 石材Ａａ ｂ Ｃ ． 石材Ｂａ ｂ Ｃ 。 石材Ｃａ ｂ Ｃ 。 石材，ａ ｂ Ｃ 。
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石
材
Ａ
は
原
石
と
石
核
素
材
が
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
持
ち
込
ま
れ
る
母
岩
数
も
多
い
。
特
に
自
然
面
を
残
し
た
原
石
の
分
割
礫
が
素
材
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
石
材
は
石
材
Ｂ
を
除
き
搬
入
形
態
を
と
り
、
原
石
段
階
か
ら
の
消
費
は
認
め
ら
れ
な
い
。
剥
片
剥
離
技
術
は
石
材
Ａ
で
は
横
長
、
剥
片
剥
離
、
石
材
Ｂ
や
良
質
の
石
材
で
は
縦
長
剥
片
剥
離
が
お
こ
な
わ
れ
、
石
材
に
よ
る
利
用
の
違
い
が
こ
の
地
域
で
も
認
め
ら
れ
る
。
器
種
構
成
で
は
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
様
石
器
は
直
接
製
作
さ
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
搬
入
石
器
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
剥
片
と
石
核
が
多
数
を
占
め
る
が
、
遺
跡
に
残
さ
れ
る
素
材
剥
片
、
石
核
素
材
は
少
な
い
。
原
石
の
消
費
は
石
器
群
内
で
完
結
す
る
ほ
か
に
、
搬
出
さ
れ
て
い
く
石
材
も
存
在
す
る
。
石
材
Ｃ
も
製
品
や
石
核
素
材
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
、
使
用
と
二
次
加
工
を
中
心
に
消
費
さ
れ
て
い
る
。
石
材
Ａ
を
主
体
的
に
消
費
す
る
の
は
下
触
牛
伏
遺
跡
、
和
田
遺
跡
な
ど
が
相
当
す
る
。
石
材
Ｂ
に
偏
る
の
は
岩
宿
遺
跡
周
辺
で
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
以
上
に
示
し
た
暗
色
帯
の
石
器
群
の
石
材
様
相
を
他
時
期
の
石
器
群
と
比
較
検
討
し
、
石
材
の
時
期
的
な
選
択
の
違
い
に
つ
いてみていきたい。
ま
ず
Ｉ
期
以
前
で
は
石
器
群
の
性
格
や
編
年
的
に
問
題
を
残
し
不
四
他
時
期
と
の
石
材
選
択
の
比
較
（
図
５
）
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
明
な
点
を
残
す
が
、
在
地
石
材
の
石
材
Ｂ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
他
に
チ
ャ
ー
ト
や
安
山
岩
等
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
石
器
群
の
分
布
す
る
地
域
の
石
材
を
選
択
す
る
点
に
特
徴
を
も
つ
。
Ⅱ
期
に
つ
い
て
も
資料的に問題を残すが、在地石材を利用する傾向となり、
石
材
Ａ
と
石
材
Ｂ
の
選
択
は
減
少
す
る
。
こ
の
時
期
か
ら
両
者
の
在
地
石
材
の
選
択
性
に
変
化
が
起
こ
り
、
石
材
に
よ
る
利
用
目
的
が
明
確
化
し
、
石
材
Ｃ
や
多
種
多
様
な
石
材
Ｄ
が
代
わ
っ
て
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
Ⅲ
期
で
は
石
材
Ｃ
が
主
体
的
に
消
費
さ
れ
、
槍
先
形
尖
頭
器
等
の
石
器
製
作
中
心
に
、
他
の
石
材
は
石
器
製
作
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
石
材
・
器
種
構
成
と
も
に
単
純
な
組
成
と
な
っ
て
、
石
材
選
択
の
変
化
が
さ
ら
に
進
む
よ
う
に
な
る
。
Ⅳ
期
に
は
再
び
在
地
石
材
の
石
材
Ｂ
が
利
用
さ
れ
る
が
、
石
質
的
に
類
似
し
た
遠
隔
地
石
材
で
あ
る
東
北
産
の
硬
質
頁
岩
も
多
数
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
石
材
Ａ
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
時
期
は
細
石
器
文
化
が
全
国
的
に
広
が
り
、
石
材
の
動
き
と
細
石
器
製
作
技
術
の
類
型
が
結
び
付
い
た
地
域
性
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
で
は
東
北
日
本
の
細
石
器
文
化
と
の
関
係
に
よ
っ
て
硬
質
頁
岩
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
石
材
の
選
択
の
変
化
は
Ｖ
期
に
至
っ
て
、
再
び
在
地
石
材
で
あ
る
石
材
Ａ
と
石
材
Ｂ
が
利
用
さ
れ
る
。
そ
の
選
択
は
石
材
Ｂ
が
主
体
と
な
り
、
石
材
と
石
器
製
作
技
術
と
が
結
び
付
い
た
シ
ス
テ
ム
の
中
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。
両
者
Hosei University Repository
100％
ヨ
には石質的な相違が認められるがその制約を技術面におい
て克服している。参考までに縄文時代の石材組成は同地
域、同石器群での資料は石材Ｂに主体が移り、石材Ａとの
組成が逆転するのが一般的となる。このことは当時の社会
構造や、石器自体の機能性にも関係し、直接の比較に無理
5０ 法
政
史
学
第
四
十
七
号
11期
多胡蛇黒
（18）
岩宿ＡＩＩ
（175）
飯土井中央Ｉ
（81）
Ⅲ期
下触牛伏
（866）
武井Ⅱ
（4803）
三ツ屋
（68） '１
御正作
（2602）
↑
Ｅ
Ｉ
無
形
山
Ｉ
堂
餅川伽川Ⅲ怖川唱伽酢
立
Ｉ
Ｉ
ｌ
見
期
頭
桝
北
期
房
荒
Ｖ
Ｖ
が認め『われるが、石材選択の変化は縄文時代になってよ》っ
やく安定化するようである。
五各地域における石材の選択と入手システム（図６）
以上のように各石器群の石材の選択とその原石の利用の
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図５他時期の石材組成（Ⅱ～Ｖ期）
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関
係
に
つ
い
て
暗
色
帯
出
土
の
石
器
群
を
例
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
石
材
の
入
手
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
纏
め
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
Ｉ
期
の
石
器
群
を
武
蔵
野
台
地
の
同
時
期
の
編
年
に
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
期
的
な
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う
と
、
西
部
の
石
器
群
は
Ⅸ
層
下
部
～
Ⅶ
層
下
部
段
階
に
、
北
・
中
部
の
石
器
群
は
分
郷
八
崎
遺
跡
の
Ⅸ
層
段
階
を
除
き
、
他
は
Ⅶ
層
段
階
～
Ⅵ
層
段
階
に
相
当
す
る
。
東
部
の
石
器
群
は
Ⅸ
層
段
階
～
Ⅵ
層
段
階
の
各
々
の
時
期
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
石
器
群
の
時
期
差
は
石
材
獲
得
に
も
関
係
し
て
お
り
、
石
器
群
は
西
部
と
東
部
地
域
に
古
い
段
階
か
ら
存
在
が
認
め
ら
れ
、
北
部
の
大
規
模
な
遺
跡
は
や
や
時
期
が
下
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
る
と
各
地
域
と
も
に
原
石
の
選
択
と
そ
の
形
状
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
西
部
の
石
器
群
は
石
器
石
材
は
石
材
Ａ
と
石
材
Ｃ
に
よ
っ
て
石
器
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
在
地
石
材
の
石
材
Ａ
は
鏑
川
周
辺
に
原
石
産
地
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
石
器
群
は
そ
れ
を
直
接
採
集
に
よ
っ
て
石
器
群
内
で
消
費
が
完
結
す
る
。
ま
た
持
ち
込
ま
れ
る
母
岩
も
少
な
く
、
し
か
も
在
地
石
材
の
選
択
は
こ
の
石
材
に
限
定
さ
れ
る
。
一
方
、
石
材
Ｃ
は
遠
隔
地
石
材
と
し
て
信
州
方
面
か
ら
石
核
素
材
が
持
ち
込
ま
れ
、
石
器
と
素
材
剥
片
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
石
材
Ａ
は
少
な
い
個
体
で
石
材
Ｃ
を
利
用
し
た
石
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
器
を
補
う
た
め
の
一
時
的
な
利
用
（
粗
雑
な
台
形
様
石
器
と
石
核
素
材
の
製
作
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
器
群
の
性
格
は
黒
曜
石
の
産
出
地
周
辺
と
の
関
係
を
も
っ
た
小
集
団
が
西
方
へ
の
移
動
途
中
に
在
地
の
石
材
を
消
費
し
な
が
ら
さ
ら
に
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
、
狩
猟
・
生
活
活
動
の
場
と
し
て
目
的
に
応
じ
た
石
器
を
製
作
し
、
使
用
す
る
と
い
っ
た
石
器
群
完
結
消
費
型
を
示
し
て
い
る
。
北
・
中
部
の
石
器
群
で
は
在
地
石
材
の
石
材
Ａ
と
石
材
Ｂ
の
選
択
に
構
造
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
主
体
と
な
る
石
材
Ａ
は
原
石
の
石
器
群
内
で
の
完
結
消
費
が
著
し
く
、
石
材
Ｂ
は
原
石
が
完
全
に
消
費
さ
れ
る
か
、
石
刃
な
ど
の
石
器
素
材
剥
片
、
石
核
素
材
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
石
器
群
か
ら
持
ち
運
ば
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
石
材
利
用
に
目
的
が
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
石
刃
技
法
と
の
関
係
に
よ
る
石
刃
。
縦
長
剥
片
剥
離
技
術
が
シ
ス
テ
ム
化
し
、
石
材
を
能
率
良
く
利
用
し
て
い
る
。
在
地
の
石
材
に
偏
り
、
多
地
域
の
搬
入
石
器
に
限
定
す
る
点
か
ら
、
残
さ
れ
る
定
型
石
器
は
組
成
全
体
か
ら
し
て
僅
か
で
あ
り
、
狩
猟
活
動
の
た
め
の
石
器
製
作
と
い
う
よ
り
両
石
材
の
消
費
に
よ
っ
て
石
器
素
材
と
石
核
素
材
の
製
作
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つまり石刃の剥離技術と結び付いた石材Ｂの選択は、そ
の
入
手
シ
ス
テ
ム
も
地
域
間
を
越
え
た
集
団
の
活
動
パ
タ
ー
ン
に
組
＝二
－
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園
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妹★ 割
※矢印は石材の動き (寵齪護山…を）
主な原石産地と石器群との関係図６
み
込
ま
れ
て
い
る
結
果
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
石
器
群
は
Ⅶ
層
段
階
に
認
め
ら
れ
、
北
部
の
後
田
遺
跡
、
善
上
遺
跡
、
小
竹
Ａ
遺
跡
、
大
竹
遺
跡
等
の
大
規
模
な
遺
跡
は
こ
う
し
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
部
の
勝
保
沢
中
ノ
山
遺
跡
で
も
石
材
Ａ
が
大
量
に
消
費
さ
れ
て
い
る
。
石
材
Ｂ
の
利
用
も
北
部
と
同
様
な
剥
片
剥
離
技
術
が
適
用
さ
れ
、
素
材
剥
片
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
石
材
は
石
器
群
内
で
消
費
さ
れ
、
台
形
様
石
器
が
多
数
製
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
常
に
お
け
る
生
活
活
動
の
目
的
に
応
じ
た
在
地
石
材
の
使
い
分
け
に
は
、
こ
の
段
階
の
「
石
材
の
管
理
」
が
窺
え
る
。
そ
し
て
遺
跡
群
の
形
成
は
同
時
に
原
石
獲
得
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
石
材
産
出
地
付
近
の
獲
得
ル
ー
ト
地
点
を
も
示
し
て
い
る
。
中
部
の
石
器
群
で
も
石
材
産
出
地
周
辺
で
採
集
で
き
る
程
の
大
き
さ
の
石
材
が
選
択
さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ト
上
が
い
く
つ
か
の
石
材
中
継
点
の
役
割
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
原
石
産
地
遺
跡
」
と
は
や
や
概
念
的
に
は
異
な
る
が
、
こ
の
段
階
に
な
っ
て
組
織
的
な
石
材
の
獲
得
が
出
現
し
、
集
団
の
直
接
採
集
あ
る
い
は
間
接
的
な
接
触
が
想
定
さ
れ
、
「
原
石
産
地
遺
四
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跡
」
が
形
成
さ
れ
る
と
い
っ
た
北
部
へ
の
進
出
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
中
で
分
郷
八
崎
遺
跡
の
石
材
組
成
は
主
体
が
石
材
Ａ
に
あ
り
、
石
核
素
材
か
ら
消
費
さ
れ
て
い
る
。
石
材
Ｃ
の
石
器
と
そ
の
ほ
か
の
在
地
石
材
の
消
費
は
こ
の
地
域
の
石
器
群
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
し
て
い
る
。
東
部
の
石
器
群
に
お
い
て
は
石
材
Ａ
を
主
体
に
す
る
遺
跡
は
古
い
段
階
に
相
当
す
る
。
下
触
牛
伏
遺
跡
、
和
田
遺
跡
等
の
石
器
群
は
石
材
Ａ
の
利
用
の
ほ
か
に
搬
入
石
器
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
の
段
階
の
他
地
域
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
石
材
は
原
石
以
外
に
も
多
数
持
ち
込
ま
れ
、
し
か
も
そ
の
利
用
が
完
結
し
な
い
石
器
や
石
核
素
材
あ
る
い
は
剥
片
類
が
他
へ
搬
出
さ
れ
た
形
跡
を
残
し
て
い
る
。
遺
跡
の
規
模
か
ら
在
地
の
石
材
を
限
定
し
て
選
択
し
、
消
費
す
る
西
部
の
石
器
群
と
類
似
す
る
性
格
を
示
し
て
い
る
。
石
材
Ｂ
や
他
の
在
地
石
材
を
選
択
す
る
石
器
群
は
北
・
中
部
の
石
器
群
の
ル
ー
ト
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
そ
の
入
手
に
よ
っ
て
石
核
、
石
器
両
素
材
の
形
状
は
小
型
化
し
て
い
る
。
書
上
本
山
遺
跡
や
堀
下
八
幡
遺
跡
等
で
も
石
材
Ａ
が
選
択
さ
れ
る
が
、
搬
入
石
器
は
遠
隔
地
石
材
を
利
用
し
て
い
る
点
で
、
東
方
か
ら
の
移
動
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
経
路
に
在
地
の
石
器
石
材
が
分
布
し
、
集
団
の
活
動
の
目
的
に
応
じ
た
石
器
を
選
択
し、利用している。またⅦ層段階の石材Ｂの動きもこの地
域
で
認
め
ら
れ
、
搬
入
石
材
が
東
北
産
の
硬
質
頁
岩
が
持
ち
込
ま
れ
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
地
域
と
の
関
係
あ
る
い
は
さ
ら
に
遠
方
と
の
集
団
と
の
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
Ⅸ
段
階
の
石
器
群
は
西
部
と
東
部
に
お
い
て
は
石
器
群
を
形
成
す
る
集
団
の
目
的
に
応
じ
た
在
地
石
材
の
選
択
、
消
費
と
集
団
が
携
帯
す
る
遠
隔
地
石
材
の
石
器
の
両
者
の
用
途
に
よ
る
使
い
分
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
在
地
石
材
の
石
材
Ａ
に
限
定
さ
れ
、
信
州
産
の
黒
曜
石
が
東
部
の
石
器
群
に
ま
で
搬
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
領
域
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
集
団
が
移
動
を
繰
り
返
し
、
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
た
石
材
の
選
択
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
Ⅶ
層
段
階
で
は
石
材
獲
得
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
団
の
組
織
的
な
入
手
活
動
を
示
し
た
石
材
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
の
北
部
へ
の
進
出
は
こ
の
段
階
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
器
群
が
示
す
石
材
の
組
成
差
は
、
活
動
領
域
と
集
団
の
構
造
と
の
違
い
を
現
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
旧
石
器
時
代
の
石
材
研
究
は
全
国
的
な
把
握
か
ら
、
遺
跡
を
単
位
に
し
た
地
域
性
を
考
え
る
こ
と
が
よ
う
や
く
可
能
と
な
っ
た
。
石
材
という分布が限定された資料の動きは地域内外を問わず、
集
団
の
移
動
や
地
域
性
の
特
色
を
現
し
て
い
る
。
お
わ
り
に
=二
－
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今回の分析によって、石材組成から石器群を残した集団
の活動の一端を窺うことができた。石器という当時の主要
道具の素材を求めこの地域でシステム化されていた行動か
ら旧石器時代の社会を歴史的に構築していくことは重要で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
石
器
群
ご
と
の
石
材
の
組
成
と
そ
れ
を
反
映
し
た
石
器
製
作技術について検討をおこない、時期差と地域差を明らか
に
す
る
目
的
と
、
他
地
域
と
の
関
係
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会構造を考えていきたい。旧石器時代の研究の一つである
石器研究は、実際のこうした石材の地域性と石器の地域性
の
両
者
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
モ
ノ
や
人
の
動
き
が
復
原
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
方
法
論
的
な
課
題
を
多
く
残すものとしても、こうした研究が問題を解決していく一
つとして提示しておきたい。
最後に本文を執筆するにあたり伊藤玄三先生には多くの
便宜とご指導を頂きました。また、大工原豊・関口博幸両
氏には県内の石器群についての資料提供およびご助言。ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
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四
・
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一
・
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稿
了
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法
政
史
学
第
四
十
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号
参
考
文
献
麻
生
敏
隆
・
大
工
原
豊
一
九
九
一
「
北
関
東
地
方
の
様
相
」
『
石
器
文
化
研
究
』
三
麻
生
敏
隆
一
九
九
二
「
後
田
遺
跡
の
再
検
討
」
『
人
間
・
遺
跡
・
遺
物
ｌ
わ
が
考
古
学
論
集
二
ｌ
』
安
蒜
政
雄
一
九
九
二
「
砂
川
遺
跡
に
お
け
る
遺
跡
の
形
成
過
程
と
石
器
製
作
の
作
業
体
系
」
『
駿
台
史
学
』
第
八
六
号
稲
田
孝
司
一
九
八
四
「
旧
石
器
時
代
武
蔵
野
台
地
に
お
け
る
石
器
石
材
の
選
択
と
入
手
過
程
」
『
考
古
学
研
究
」
第
三
○
巻
第
四
号
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
編
一
九
九
四
『
群
馬
の
岩
宿
時
代
の
変
遷
と
特
色
』
予
稿
集
・
資
料
集
小
野
昭
一
九
八
八
「
遺
跡
分
布
か
ら
み
た
旧
石
器
時
代
の
社
会
」
『
第
四紀研究』第二六巻第一一一号
岡
村
道
雄
一
九
九
○
「
原
石
産
地
遺
跡
に
お
け
る
諸
問
題
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
一
六
桜
丼
美
枝
・
井
上
昌
美
・
関
口
博
幸
一
九
九
三
「
群
馬
県
に
お
け
る
石
器
石
材
の
研
究
（
１
）
」
『
研
究
紀
要
』
二
、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
佐
藤
宏
之
一
九
九
二
『
日
本
旧
石
器
文
化
の
構
造
と
進
化
』
柏
書
房
柴
田
徹
・
上
本
進
二
・
山
本
薫
一
九
九
一
「
宮
ヶ
瀬
遺
跡
群
お
よ
び
神
奈
川
県
内
出
土
の
織
密
黒
色
安
山
岩
製
石
器
の
石
材
産
地
」
『
宮
ヶ
瀬
遺
跡
群
Ⅱ
』
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
田
村
隆
・
澤
野
弘
一
九
八
七
「
先
土
器
時
代
の
石
器
石
材
の
研
究
」
『
研
究
紀
要
』
｜
｜
、
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一一一一ハ
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田
村
隆
一
九
八
九
「
二
項
モ
ー
ド
の
推
移
と
巡
回
」
『
先
史
考
古
学
研
究
』
第
二
号
田
村
隆
一
九
九
○
「
野
見
塚
遺
跡
の
先
土
器
時
代
」
『
野
見
塚
遺
跡
』
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
・
四
国
旧
石
器
文
化
談
話
会
編
一
九
九
四
『
瀬
戸
内
技
法
と
そ
の
時
代』戸
沢
充
則
一
九
六
八
「
埼
玉
県
砂
川
遺
跡
の
石
器
文
化
」
『
考
古
学
集
刊
』
第
四
巻
第
一
号
大
工
原
豊
一
九
九
○
「
Ａ
Ｔ
下
位
の
石
器
群
の
遺
跡
構
造
と
分
析
に
関
す
る
一
試
論
（
１
）
」
『
旧
石
器
考
古
学
』
四
一
大
工
原
豊
一
九
九
一
「
Ａ
Ｔ
下
位
の
石
器
群
の
遺
跡
構
造
と
分
析
に
関
す
る
一
試
論
（
２
）
」
『
旧
石
器
考
古
学
』
四
二
中
束
耕
志
・
飯
島
静
男
一
九
八
四
「
群
馬
県
に
お
け
る
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
石
器
石
材
」
『
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
年
報
』
第
五
号
山
本
薫
・
金
山
喜
昭
・
柴
田
徹
一
九
九
一
「
石
材
組
成
の
変
遷
」
『
石
器
文
化
研
究
三
』
石
器
文
化
研
究
会
山
本
薫
一
九
九
三
「
繊
密
黒
色
安
山
岩
製
石
器
の
石
材
原
産
地
推
定
方
法
に
つ
い
て
」
『
筑
波
大
学
先
史
学
・
考
古
学
研
究
』
第
四
号
山
本
薫
・
高
松
武
次
郎
・
小
室
光
世
一
九
九
四
「
武
蔵
野
台
地
東
縁
部
お
よ
び
大
宮
台
地
に
お
け
る
繊
密
黒
色
安
山
岩
製
石
器
の
石
材
の
入
手
に
つ
い
て
」
『
花
ノ
木
・
向
原
・
柿
ノ
木
坂
・
水
久
保
・
丸
山
台
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
材
分
布
と
石
器
群
の
検
討
（
井
上
）
〈報告書〉
相
沢
忠
洋
一
九
八
一
『
枡
形
遺
跡
調
査
報
告
書
』
宮
城
村
教
育
委
員
会
相
沢
忠
洋
・
関
矢
晃
一
九
八
八
『
赤
城
山
麓
の
旧
石
器
』
講
談
社
麻
生
敏
隆
一
九
八
七
『
後
田
遺
跡
（
旧
石
器
編
）
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
麻
生
敏
隆
他
一
九
九
○
二
戸
神
諏
訪
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
岩
崎
泰
一
他
一
九
八
六
『
下
触
牛
伏
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団岩崎
泰
二
九
八
九
『
勝
保
沢
中
ノ
山
遺
跡
Ⅱ
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
岩
崎
泰
一
他
一
九
九
○
『
堀
下
八
幡
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
岩
崎
泰
一
一
九
九
○
『
飯
土
井
中
央
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
岩
崎
泰
一
一
九
九
一
一
『
荒
砥
北
三
木
堂
遺
跡
Ⅱ
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
岩
崎
泰
一
他
一
九
九
二
『
書
上
本
山
遺
跡
・
波
志
江
六
反
田
遺
跡
・
波
志
江
天
神
山
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
大
西
雅
広
他
一
九
九
二
『
二
之
宮
千
足
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
大
賀
健
・
篠
原
正
他
一
九
八
五
「
小
竹
Ａ
遺
跡
」
「
大
竹
遺
跡
」
『
関
越
自
動
車
道
（
新
潟
線
）
月
夜
野
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
月
夜
野
町
遺
跡
調
査
会
三
七
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須
藤
隆
司
他
一
九
八
四
須
藤
隆
司
一
九
八
六
一
考
古
学
博
物
館
年
報
』
二
関
口
博
幸
他
一
九
九
三
軽
部
達
也
一
九
九
四
「
北
山
Ｂ
遺
跡
」
『
第
一
回
石
器
文
化
研
究
交
流
会
ｌ
発
表
要
旨
ｌ
』
石
器
文
化
研
究
会
群
馬
県
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
八
『
群
馬
県
史
』
資
料
編
１
原
始
古
代
１群馬
県
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
九
○
『
群
馬
県
史
』
通
史
編
１
原
始
古
代
ｌ
白
石
典
之
・
大
塚
昌
彦
他
一
九
八
五
『
見
立
溜
井
遺
跡
・
見
立
大
久
保
遺
跡
』
赤
城
村
教
育
委
員
会
白
石
典
之
他
一
九
八
六
『
分
郷
八
崎
遺
跡
』
北
橘
村
教
育
委
員
会
杉
原
荘
介
一
九
五
六
『
群
馬
県
岩
宿
発
見
の
石
器
文
化
』
明
治
大
学
文
学
部
研
究
報
告
考
古
学
第
一
冊
杉
原
荘
介
一
九
七
七
『
群
馬
県
武
井
に
お
け
る
二
つ
の
石
器
文
化
』
明
治
大
学
文
学
部
研
究
報
告
考
古
学
第
七
冊
須
藤
隆
司
他
一
九
八
四
『
御
正
作
遺
跡
』
大
泉
町
教
育
委
員
会
須
藤
隆
司
一
九
八
六
『
群
馬
県
薮
塚
遺
跡
の
石
器
文
化
」
『
明
治
大
学
関
口
博
幸
一
九
九
四
『
弄
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
大
工
原
豊
一
九
八
八
『
吉
田
口
正
美
他
一
九
九
一
「
関
口
博
幸
一
九
九
四
『
白
倉
下
原
・
天
引
向
原
遺
跡
Ｉ
（
旧
石
器
時
代
編
）
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
関
口
博
幸
一
九
九
四
『
天
引
狐
崎
遺
跡
Ｉ
（
旧
石
器
時
代
編
）
』
群
馬
事
業
団
法
政
史
学
第
四
十
七
号
『
古
城
遺
跡
』
安
中
市
教
育
委
員
会
「
多
比
良
追
部
野
遺
跡
」
『
年
報
』
『
多
胡
蛇
黒
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
一○、群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
谷
藤
保
彦
他
一
九
八
六
『
中
畦
遺
跡
・
諏
訪
西
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
谷
藤
保
彦
他
一
九
九
二
『
一
房
谷
戸
遺
跡
Ⅱ
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
部
所
敬
尚
・
狩
野
吉
弘
一
九
九
一
「
熊
の
穴
Ⅱ
遺
跡
」
『
横
俵
遺
跡
群
Ⅲ
』
前
橋
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団
三宅敦気他一九八六『善上遺跡・一一一峰神社裏遺跡・大友館吐
遺
跡
」
月
夜
野
町
教
育
委
員
会
若
月
省
吾
他
一
九
八
三
「
北
山
遺
跡
」
「
和
田
遺
跡
」
『
笠
懸
村
誌
』
別
巻
一
、
笠
懸
村
（
現
笠
懸
町
）
八
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